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背景：黄砂は中国とモンゴルの砂漠で巻き上げられた土壌粒子が偏西風により東アジアの広範囲に飛来し浮遊・

降下する現象である。この黄砂が急性イベントや慢性疾患の増悪等を介して引き起こされる院外心停止との関連

について検討を行った。 

 

方法：黄砂の院外心停止への影響を調べるため、日本の南北に分布する 7 県から 2005 年から 2007 年までの 4

年間のウツタイン統計データを解析した。黄砂はLIDARデータによって定義した。解析方法にはTime-Stratified

ケースクロスオーバー解析を用いた。2 つの条件付きロジスティックモデルにより、黄砂曝露と院外心停止との

関連の強さはオッズ比とその 95%信頼区間により示した。さらにメタアナリシス解析により 7 件を統合した結

果を得た。 

 

結果：全体の院外心停止件数は 59,273 件でそのうち 35,460 件が男性、23,813 件が女性であった。対象期間の

黄砂日は宮城と新潟で少なく、島根と長崎で多かった。黄砂と院外心停止は 2 つのモデルを用いて評価を行った

が有意な関連は得られなかった。統合した解析によると Model1 と Model2 において lag1 で最も高いオッズ比

を得た。しかしながらこれらの結果は統計学的に有意ではなかった。 

 

結論：黄砂曝露と院外心停止において関連は認められなかった。 
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